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いつもルールを守って遊んでいる 

いじわるや仲間はずれをしないように 
いつも気を付けている 

楽しい一日だったと思う 

がんばった一日だったと思う 

自分にもいいところがあると思う 

自分は大切な人だと思う 

体験の多い子ども 
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体験の少ない子ども 

3
熊本の地域教

育力 
熊本の地域教

育力 

3
遊び編 

身 近 な 体 験 活 動 と し て 、  
　 遊 び を 考 え て み ま せ ん か 。  
身 近 な 体 験 活 動 と し て 、  
　 遊 び を 考 え て み ま せ ん か 。  
身 近 な 体 験 活 動 と し て 、  
　 遊 び を 考 え て み ま せ ん か 。  
身 近 な 体 験 活 動 と し て 、  
　 遊 び を 考 え て み ま せ ん か 。  

※　地域における奉仕活動体験、地域の人との交流体験、昔遊び体験、自然の中での遊び体験、ごっこ遊び体験等の12項目について、 
　　経験の多少をポイント化して比較 

地域での体験活動や様々な遊びの経験が多い子どもの方が 
自尊感情や規範意識が高い傾向にあります。 

熊本県教育委員会 
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遊ばない 

その他 

スーパーやコンビニで 

公民館・児童クラブなど 

友だちの家で 

自分の家で 

池・川・林で 

道ばたで 

空き地で 

公園で 

運動場や校庭で 

体育館で 

図書室で 

教室の中で 

％ ％ 

今　熊本の子どもたちは 今　熊本の子どもたちは 今　熊本の子どもたちは 
約３人にひとりが、２人以下の少人数で遊んでいます。 

自分の家や友だちの家など、室内で遊ぶ子どもが多くなっています。 
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放課後遊ぶ場所 休日に遊ぶ場所 

※　放課後・休日ともに多い方から３か所選択 

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％ 

不明 遊ばない 5人以上 3～4人 2人 ひとり 

休　日 

放課後 
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外では遊ばない 

おにごっこや 
かくれんぼ 

なわとびやゴムとび 

空きかんや石を使って 
遊ぶ 

探検ごっこ・秘密基地 
づくり 

山・川・海で遊ぶ 

草花や虫など生きもの 
と遊ぶ 

ペットと遊ぶ 

お店屋さんごっこ・ 
ままごと・人形遊びなど 

ブランコ・すべり台・ 
てつぼうなどの遊具で遊ぶ 

野球・サッカー・ 
ドッジボールなどボールで遊ぶ 

外で本を読む 
（マンガや雑誌もふくむ） 

友だちとしゃべる 

近所をぶらぶら歩いたり 
自転車を乗り回したりする 

特に何もしないで外で 
ぼんやりして過ごす 

外でコンピュータゲームや 
カードゲームをする 

コンビニや近くの店に 
行く 

その他 
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�室内では遊ばない 

室内での遊び 

手遊び・あやとりなど 
で遊ぶ 

トランプ・囲碁・将棋 
などのゲームをする 

文房具やおもちゃ・ 
シールなどで遊ぶ 

手芸（編物・縫物など） 
をする 

プラモデル・ラジコン 
などをつくる 

本を読む 
（マンガや雑誌以外） 

マンガや雑誌を読む 

マンガや絵を描く 

友だちとしゃべる 

家族としゃべる 

テレビ・ビデオ・ 
ＤＶＤなどを見る 

ラジオ・ＣＤ・ＭＤ 
などを聞く 

電話・携帯電話で話す 

走り回ったり 
ふざけっこをする 

コンピュータゲーム・ 
ゲーム機で遊ぶ 

カードゲームをする 

メール・ 
インターネットをする 

特に何もしないで 
ぼんやりして過ごす 

その他 
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外での遊び 

コンピュータゲームやテレビなど、人や自然と関わったり、身体を動かしたりすること
の少ない遊びをしている子どもが多くなっています。 

　今の子どもたちの遊びの状況は、大人たちの子ども時代とは異なっています。 
　子どもは、子ども同士でルールを作ったり、小さい子どもを思いやったり、自然
の中で知恵を学んだり、時間を忘れて夢中で遊んだりする体験の中で、豊かな人間
性や社会性といった人としてのあり方・生き方の基礎や、意欲を育んでいきます。 
　社会の変化による子どもの遊びの変化は、子どもの成長に必要な体験の機会の減
少という状況を生んでいます。 

※　休日によくする遊びを多い方から５項目選択 
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● 何もしたくたいと思うことがある 

外遊びの多い子ども テレビ等の多い子ども 

��

��

��

��

● 夜眠れないことがある 

● いらいらすることがある 

● 疲れた一日だったと思う 
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12時より遅く寝る ９時ごろまでに寝る 10時ごろまでに寝る 11時ごろまでに寝る 12時ごろまでに寝る 
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外遊びの多い子ども テレビ等の多い子ども 

子どもたちが、夢中になって遊ぶ体験の中で、心も体も育つためには 
家庭・地域・学校が連携、協力した取組みが必要です！  

人と関わったり、自然と関わったり、からだを動かしたりする遊びが子どもを育てまする遊びが子どもを育てます 
 

遊びは子どもの生活リズムにも大きく影響を与えます 

人と関わったり、自然と関わったり、からだを動かしたりする遊びが子どもを育てます 
 

遊びは子どもの生活リズムにも大きく影響を与えます 

子どもたちが、夢中になって遊ぶ体験の中で、心も体も育つためには 
家庭・地域・学校が連携、協力した取組みが必要です！  

子どもたちが、夢中になって遊ぶ体験の中で、心も体も育つためには 
家庭・地域・学校が連携、協力した取組みが必要です！  

熊本県教育庁社会教育課 
〒862-8609　熊本市水前寺６丁目１８番１号　TEL　096-333-2698

※　外遊びの多い子ども：「外遊び」が1時間30分以上、かつ、「テレビ・ビデオ・ＤＶＤ・コンピュータゲーム・インター
ネットの合計時間」が1時間30分以下 

　　テレビ等の多い子ども：「テレビ・ビデオ・ＤＶＤ・コンピュータゲーム・インターネットの合計時間」が3時間以上、かつ
「外遊び」30分以下 

掲載したデータは、熊本県「子どもの遊び実態調査」平成19年10月調査結果です。 

テレビやコンピュータゲームで遊ぶことの多い子どもの方が、「夜眠れないことがある」、
「いらいらすることがある」等と答えた割合が高くなっています。 

テレビやコンピュータゲームで遊ぶことの多い子どもの方が、夜１０時以降に眠る 
子どもの割合が高くなっています。 

 

 問い合わせ先 


